
 

(３) シンボルマーク 

（ア） 下記の様式（データファイル）を使用してください。拡大及び縮小は、縦横等倍率で 

行ってください。 

（イ） 原則として配色指定に従い使用してください。 

（ウ） モノクロで使用する場合は、カラーのイメージを保持した違和感のない階調で使用 

してください。 

 

【配色指定（ＣＭＹＫ）】 

 

※ 各パーツの縁及び高体連マークのラインはＣＭＹＫ０％ 

  

CMYK(0、100、100、0) 

CMYK(0、0、0、100) 

CMYK(0、0、0、40) 

CMYK(92、58、0、20) 

CMYK(0、0、100、0) 

CMYK(0、40、100、0) 

CMYK(100、0、100、0) 

CMYK(0、100、100、0) 

CMYK(0、0、0、40) 

CMYK(0、0、0、22) 

CMYK(0、0、0、58) 

CMYK(60、38、0、49) 

CMYK(0、0、0、20) 

CMYK(0、0、27、0) 

CMYK(0、16、39、0) 

CMYK(0、13、13、0) 

CMYK(0、0、0、16) 

CMYK(10、0、10、6) 

CMYK(59、38、0、51) 
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※ 背景色が濃色の場合は、以下のようなイメージになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※マークに外枠を付けても良いが、背景色を白や黒とする等、作品本来のイメージを害さないよ

うに配慮すること。 

       例） 

 

 

 

 

 

４ 活用事例 

(１) 印刷物（ポスター、パンフレット、ガイドブック等）への活用 

(２) 刊行物等（県、市町の広報誌、インターネット等）への活用 

(３) メディア（テレビ、ラジオ、新聞等）による広報の活用 

(４) 関係機関・団体の広報活動への活用 

(５) 各種大会・会議における資料等への活用 

(６) 横断幕、のぼり、看板、歓迎アーチ等への活用 

(７) 大会関係者服飾等（帽子、Ｔシャツ、ＩＤカード等）への活用 


